
令和３年度第２回三沢市中小企業振興会議議事録 

 

１．開催日時  令和３年８月４日（水） １０時００分～１１時３０分 

 

２．開催場所  三沢市役所 本館４階 大会議室 

 

３．出 席 者   前田会長、月舘委員、附田委員、片山委員、笹委員 

         豊巻委員、山谷委員、花田委員、野村委員、久保委員 

         保坂委員 

 

４．欠 席 者   奥崎委員、中村委員、田村委員、中下委員、稲川委員 

 

５．事 務 局   吉村経済部長、長根経済部参事兼産業観光課長、 

         中村経済部産業観光課副参事兼補佐 

         古舘産業支援係長、山内主査、山内主事 

 

６．開催概要 

◎第２回振興会議 

⑴ 開 会 

⑵ 議 事 

・議長は、規則第４条第１項の規定により、前田会長が務めた。 

・事務局より下記案件について、資料に基づき、内容等について説明した。 

    案件１ 前回の会議の振り返り 

    案件２ 検討事項の磨き上げ 

    案件３ 提言書案の作成 

  質疑応答 

⑶ 閉 会 

  



７．会議概要 

（１）案件１，２，３，４について質疑応答 

発 言 者 内  容 

前 田 会 長 それでは、次第に従いまして、会議を進めさせていただき

ます。   

まず、案件⑴前回の会議の振り返り です。 

事務局より、説明をお願いします。 

事 務 局 （事務局より案件１について説明） 

前 田 会 長 只今事務局から説明がありましたが、これについてご異議

ございませんか。 

前 田 会 長 次の案件に移ります。 

案件⑵検討事項の磨き上げについて です。 

事務局より説明願います。 

事 務 局 （事務局より案件⑵について説明） 

前 田 会 長 只今事務局から説明がありましたが、これについて質問等

ございませんか。 

野 村 委 員 まずは共通課題１、「高卒進学者に対する地元就職支援」の

ところで、よく青森市や八戸市主催の就職情報交換会など

があるが、参加したくても、企業の選別の段階で落とされ

ることが多くあって、それだけ学生の就職を希望している

会社が多いということだが、三沢市独自でもできないもの

か。参加する会社に商業系や建設系など色々な業種がある

イベントができれば、学生さんも、いちいち八戸まで行か

なくても済む。三沢市の会場で、気軽に、この会社はどんな

ことをしているのかという情報交換の場を設けるのは、企

業単位では少しハードルが高いの。学生はこんなことを思

っているというところが、なかなか企業でも採用担当を設

けないところだとわからないところもあるので、そういう

ものを三沢市独自でもできればよいのではないか。 

共通課題２、「子育て世帯への配慮等の柔軟な働き方」とい

うところで、そういった方たちが望む働き方というのは、

やはり小さいお子様がいるので保育園に預けられる時間の

関係もあって、短時間勤務を希望する。ただ、企業としては

フルで働いてほしいということが多い。やはり私たちもフ



ルで働いてほしいが、なかなか人が来ないというときに、

９時から３時とか、午前だけとか、企業側も、午前中、午後

だけ、短時間でもいいという、受け入れる側の雇用形態を

変えていかないと、働きたくても諦めているという部分も

結構あるので、そういったところを如何に支援するかが重

要で、無理にフルに固執する必要はないのではないか。会

社の方に色々考え方を変えてもらうというやり方もある。

働き手が全く来ないよりはいいのではないかと思ってい

る。 

共通課題３、「ＩＣＴ化導入」のところで、今「モバイルオ

ーダー」がとても流行っている。店に行って並んで待つと

とても時間が掛かったりするが、私も少し試してみると、

スターバックスに行って、駐車場で食べたい物を選んで、

店に行くともう商品が出来ていて、お会計も済んでいる。

大きいところはやっていると思うが、三沢市のお弁当など

を提供している食堂などでも、そういうところをＩＣＴ化

できれば、家にいながら食べたい物を注文して、取りに行

ったら決済も済んでいる。そういうのができたりしたらい

いと思っている。 

また、様々な市町村でも、独自のＨＰやＬＩＮＥなどがあ

って、そういうものが三沢市にもあるが、気軽に三沢市の

商工会や色々な会社が、「うちで今こんなイベントがありま

す」とか、「いつからいつまで見学会をしています」、「いつ

からいつまでキャンペーンをしています」ということを、

気軽に投稿できるサービスがあると、もっと活気づくので

はないか。それを見て、今三沢に住んでいる人たちがその

イベントに参加する。お祭りなど、今はできないと思うが、

そういうところだけでも賑やかな方がいいのではないか。

こういうところから、きっかけとしてＩＣＴ化できればい

いのではないかと考えていた。 

保 坂 委 員 まず共通課題１の部分、行政の打ち手のところで、「学生に

対し、地元企業ないし地元全体を知ってもらう取組を実施」

とあるが、これまでの議論を拝見していると、やはり親御

さんへのアプローチということもとても重要になってくる



のではないかと思うので、そういった親御さんへの企業の

説明・ご紹介という取組も必要だと思っている。 

また、資料１-補足でいただいたデータを拝見していると、

三沢高校さんと三沢商業高校さんとでは、おそらく全くア

プローチの仕方が変わってくる。例えば三沢高校さんの場

合、進学率が８割以上、９割にも手が届くという中で、この

学生さんを地元で就職、高卒で就職してもらうというのは

かなりハードルが高い。そうなると、三沢高校さんへのア

プローチは、進学率を下げてまで地元に就職してもらうと

いう打ち手よりも、例えばＵターンを促すような取組を検

討する等、新卒で入った会社さんが合わなくて、辞めて帰

ってくるというときに、学校が情報発信をしやすいように、

行政の方からも後押しをするといった取組が必要ではない

か。一方で三沢商業高校さんの場合は、進学率が上昇して

いるというところはあるが、それでもやはり県内での就職

率がまだまだ十分な数があるというところを加味すると、

三沢商業高校さんに対してはやはり、地元就職を希望する

方に対する企業情報の発信というアプローチがあると思わ

れるので、両高校いっしょくたにして扱うのではなく、そ

れぞれの高校でアプローチの仕方を変える必要はある。こ

れはやはり企業側からの発信ということももちろんだが、

そこは行政と支援機関で、それぞれの高校さんに対しての

アプローチというのが必要になるのではないか。 

共通課題２、３に共通しての話になるが、中小企業の方で、

例えば自社ではこういう働き方の強化をしていると発信し

たとしても、なかなか一企業の力では弱い部分がある。「積

極的に柔軟な働き方を強化しております」、「採用情報につ

いても積極的に発信しています」というような中小企業に

対して、例えば行政、若しくは支援機関が、何らかのインセ

ンティブを付与するような取組というのも検討してはいか

がか。 

共通課題３については、特にこちらは支援機関さんに協力

をしていただきたいところで、やはり中小企業が自前でＩ

ＣＴ化に取り組むというのは非常に大変なものがある。ま



た、例えば地元企業でＩＴに強い会社さんを探すというの

もなかなか結構手間となるので、例えば支援機関におかれ

ては、そういったＩＴ分野に強い事業者とのマッチングを

実施するといった取組があればよいのではないか。 

久 保 委 員 共通課題１、「高卒進学者に対する採用活動を強化」とある。

昨日もある学校から見学者が来て、見学してもらったが、

就職先を決めるにあたって、毎年、企業に来てもらってい

るので、先生たちはそこに誰か入れたいという気持ちが強

く、なので子どもたちが行きたいと思っていなくても、先

生に言われたので行かされるという決め方がまだある。そ

れで、入ってもすぐ辞めてしまうということも起こってい

るのではないかと思うので、学校側の対応の仕方も何か変

わってほしい。それをどうしたらいいのかは分からないが、

できることがあればいいとは思っている。 

また、学生たちが決めるのにあたって、求人票を見るには

見ているが、「企業のＨＰの方をよく見ています」と言われ

た。ＨＰの内容を見て、「この会社はギスギスしてるな、し

てないな」という見方もしているようで、どこを見たらそ

うなるのかはわからないが、ＨＰの作り方によって判断し

ているという部分もあったようだ。生徒たちが、昨年の求

人票と比べてみて、給料が上がっていれば、「この会社は儲

かっているのね、大丈夫なのね」と、そういう判断もしてい

るらしい。 

求人票の出し方というのも企業側で考えなければならない

が、学校が取り組む方法というのも変わるべきということ

を、発信できればいいのではないか。 

山 谷 委 員 こちらでは求人票は、無効になってからはお出ししないと

いうことになっているので、学校側は残っているものを見

て比べているとは思うが、やはりＳＮＳ等にも色々得られ

る情報が、今はお子様たちにはあるので、求人票のどこに

重点を置くかというのはそれぞれだと思うが、ある程度し

っかり見ているところもあり、やはり金銭的なものについ

てはシビアに見て、あとは福利厚生や休日というところも

しっかり見て検討をしているお子さんはいらっしゃる。 



これは聞いた話だが、YOUTUBE 等、色々なツールで会社の検

索をすると、色々なコメントを見ることができるので、行

きたい会社があったら求人票を見て、その会社がＳＮＳで

何かアップされていないか、そちらの方の色々なコメント

を見て、というのもあるとのことである。それは高校生だ

けではなくて、一般の若い求職者の方も結構見ている。そ

れらと、色々な就職情報を見比べて検討しているという現

状である。 

月 舘 委 員 今回共通課題の１～３まで、ある意味絞っていると思う

が、特段大きい課題ではこの共通課題１と２、確かに今の

段階ではコロナも大きな要件だろうけれども、将来を見据

えて共通課題１と２に関連する件で、一応就業の取組に関

しては、三沢市だけで捉えても、当然ながら三沢市行政、

それとある意味支援団体、それと三沢市商工会、加えてそ

れに関連する三沢市雇用促進協議会というものがある。そ

ういった活動の案内というのもそれぞれから来る。一応、

青森県は青森県で事業としてやっているので、それらがや

はり全体的にリンクすべきではないかなと考えている。あ

る団体はこういう事業をやって、ある団体はこういう事業

をやってというのは、事業者側としても非常に戸惑いを覚

える場合が多々ある。特に「人口減少の云々」ということ

に関しては、大局的な話になるが、是非とも広域連携、所

謂就業を求めた新卒の高校生等々を対象にした場合には、

例えば三沢市だけで限定すれば、選択肢が狭いから「私の

希望に適った商業施設がないな」となってしまうことが

多々あろうかと思われる。これまでのデータからしてもそ

うかとは思うので、もう少し広域という考え方にすればも

っと選択肢が広がるということ、所謂地元に就業というの

を単に考えたときにも繋がっていくと思うので、その辺は

もっと根本的な部分を精査した方がよいのではないか。行

政主体に、その辺の連携ができるのかを検討いただきた

い。 

長 根 参 事 それぞれを紹介する入り口というのは多々あるかと思う。

それを、月舘委員の方からご意見のあったように、関係機



関と連絡を取り合いながら、リンク、一括でまとめて、広域

でということができるのかできないのかというところは少

し調整が必要だと思うので、そこは次回、協議させていた

だきたい。 

月 舘 委 員 具体的に、三沢市外の就業者は全体の半分未満である。一

応遠いところだと、今は弘前から来ている方もいるが、住

まいとしてアパートを借りて、やりたい仕事だからこそ就

職するわけである。他にも、十和田、八戸、それから青森か

らも一部来ているが、仕事優先ということで、一応ここに

来る。結果、とりあえず三沢市に居住する方もそれ相応に

いるので、それ自体が人口減少問題に関して、何か通じる

ものがあるのではないかと思う。所謂選択肢の幅を広げる

ためにも、是非そういった広域での取組をしてほしい。特

に三沢市に関しては、インフラ整備は近隣から比較しても

非常にいい状況。それが一応三沢市としての最大の利であ

る。従って、例えば三沢市に住んで、例えば六ケ所に就業す

る人も、また八戸に行く人もいる。しかし、広域で取り組む

からこそ、人口減少の歯止めにもなるんじゃないかと思っ

ている。 

保 坂 委 員 今の月舘委員の、広域での検討というのはすごくいいアイ

ディアだと思う。実際、六ケ所村にある企業も、地元ではも

うなかなか人を採用できないので、とうとう採用の幅を広

げて、近隣の市町村にも含めてアプローチをかけていくと

いう動きが、もう既に見られている。 

そうなるとやはり、福利厚生面、待遇面でどんどんレベル

を上げてくる可能性があるので、三沢市内だけと捉えてし

まうと、本当にパイの取り合いにしかならない。逆に三沢

から通勤できるような県内の市町村と連携することで、そ

のパイを、見かけ上ではあるかもしれないが、広げること

ができるといった意味で、三沢市単独ではなく、広域とい

う考え方を取り入れるのは、時代としても合っているので

はないか。 

附 田 委 員 人口問題と、やはり就職、人材の問題というのは、今までも

何年にもわたって取り組まれてきていて、答えが、出口が



ないところではあるが、先ほどから、「高卒が少なくなって

いる」「大学進学率が高くなっている」、これは、（高卒が）

少なくなるのは良くないが、大学進学率が高くなるという

のは地域にとっては喜ばしいことである。決して悪いこと

ではない。以前、数十年前は、大学進学率を上げるというこ

とで、地域全体で取り組んでいた時期があったはずである。

今、大学側の受け皿が大きくなって、入りやすくなったと

いうところがあるので、これに関しては自然の流れという

部分もある。ただ、今後は、企業側が人材を採用するにあた

って、やはりただ来てくれ来てくれというだけであれば、

子どもさんたちは来るわけがない。むしろ企業の魅力度を

どうやって高めていくかということが、非常に重要なこと

かと思われる。なので、ＩＣＴ化など、生産性を向上させる

ための技術を上げていく、そういった企業側の努力という

のが学校さんからも求められていて、我々も、学校さんと

交流を持ちながら活動を続けさせていただいているが、学

校側もそのような話をする。子どもさんが来てもすぐ辞め

るなど、正直質的にどうかという企業もいるが、それは企

業側の方で教育していくのが当たり前の話だという議論に

もなってくる。なので、それをどうやって解決していくの

かということが、やはり企業の方でお子さんを預かった以

上、企業の責任があるという自覚を、それぞれの企業が持

たざるを得ない時代になってきているので、それをどのよ

うに共有していくか、それに伴ってどのように生産性を上

げていくか、そういったことが今後、地域の企業全体で取

り組んでいく最大の課題ではないかというふうに思ってい

るので、それが１、２、３に共通した大きな目標になってく

るのではないか。 

花 田 委 員 今の附田委員の補足にはならないと思うが、同じような話

で、先ほど資料を見たところ、市内の高校の進学率が、三沢

高校はもちろん８割９割、驚くのが実業高校である商業さ

んも半数ちょっとと、進学率が高くなってきている。先ほ

どから「パイが少なくなる」と言うが、実を言うと、例えば

中央の方に進学で行って二年後四年後に戻ってくる学生の



数字が全くない状態である。数年前に関東の大学の就職担

当の方と話をしたが、やはり青森県内の話をしにくる学生

が相当いると。地元に戻りたいというような希望も出して

いるが、地元の、青森県内の企業さんが全く分からないと

いうこともあったそうで、私たち企業も、そこら辺をもう

少し考えなければならない。あとはやはり先ほども言った、

県内に戻ってくる学生の情報がなかなかないという点であ

る。 

それともう一つはインターンシップで、今回はうちも手を

挙げて、学生の受け入れをしたいと思っているが、やはり

そこで大事なところが、インターンシップの目的の、学生

の受け入れをするということではなく、その前の段階であ

る。少し期間は長くなるが、各学生さんと企業の色々な勉

強会なりをどのように調整していくか、半年ぐらいの時間

をかけて話し合いを今後しながら、そのように学んでいく

ことも、絶対に大事なのではないか。やはり最終的には、

我々企業は、「選ばれる企業」にならなければいけない。ど

うしても、それこそ求人を出しても、地元と中央の方では、

高卒も大卒もかなり、給与面でも福利厚生の面でも差があ

る。やはり今の生徒さん、学生さんはそういうところをき

ちんと見ているので、そういうところももっと企業として

アピールできるような、そんな仕組みを作りたいと思って

いる。 

片 山 委 員 私は支援機関という立場で皆様のご意見をお伺いしてい

て、今花田さんからのご意見があったがが、様々の若い

方々、生徒の方が、インターンシップや企業の体験、若しく

は業界に来ていただいて、その業界の情報を共有化するな

ど、様々な取組はしているが、これは三沢に限ったことで

はなく、その前段階の、三沢市がこの地域で、若者にどのよ

うに生きがいを持って暮らしていってもらうのかというこ

とを、同じテーブルで話す場が、どの自治体にもなかった

のかなと感じている。若い方々は情報を入手する術が様々

あって、先ほど色々出ましたが、給与面などの比較はでき

るが、自分たちを育ててくれた親や、おじいちゃんおばあ



ちゃんが三沢で暮らしてきたわけなので、その辺りの「生

きがい」の部分を、世代間を越えて話し合うテーブルがひ

とつあれば、また大きな意義がある。正直細かい条件は置

いておいても、やっぱり三沢市に暮らしていていいなあと

感じる人が一人でも二人でも生まれれば、それがまた波及

効果になるのかなという、本当に漠然とで申し訳ないが、

そういう思いがある。そういったテーブルが、行政なり支

援機関が主導となり、ひとつ教育機関を巻き込んで、設置

してほしいという意見である。 

もう一つ、共通課題３、「事業計画見直しのサポート」につ

いて、支援機関として、中央会もお手伝いをさせていただ

いている経緯だが、この２、３年、事業計画の見直しという

のが本当に多くなっている。まずひとつの理由が、国の補

助金で、事業再構築補助金というかなり大掛かりな補助金

があって、こちらをご活用いただく企業さんは、事業計画

の見直しが必須になっている。補助金がひとつのきっかけ

とはなっているが、補助金もめでたくもらえて、事業計画

も見直しができるとなれば、この機会を逃す手はない。お

そらくこのコロナ禍に関係して、また来年再来年と、国の

拡充がされていくものと思われるので、これを契機に、補

助金を活用するという、少々動機が不純かもしれないが、

それはそれで事業計画を見直すための大きなきっかけとし

てもっとアピールしていただいて、そこに私ども支援機関

がその企業さんの計画の見直しということで積極的に介入

する。他県、山形県や岩手県の金融機関さんの事業計画の

見直しというのがかなり先進事例として、東北では動いて

いるので、それに追従する形で青森県、三沢市も、金融機関

さんもサポートの一員となって取り組んでいきたいと思っ

ていた。 

笹 委 員 共通課題２のところでちょっと触れさせていただきたい

が、「人材確保」というところで、当行の例もあるが、やは

り企業としての魅力アップしていく、働きやすい企業とい

うのを作っていかなければいけないと思っている。当行は

女性が非常に多く、中でも子育て世代の女性がかなりいて、



その方たちにやはり働いていただかないと銀行も仕事が回

らない。そういう状態なので、働きやすい形に対応してい

くために、雇用体系の見直しに取り組んでいる。時短勤務

やフレックスの導入、テレワークの導入というところをど

んどん行い、男性でも子育てのための休暇取得制度などを

取り入れながら、柔軟な働き方という体制を企業として整

えていく必要があるんだなとひとつ思っていた。 

それから、離職防止というところを考えていたが、新卒の

方に就職してもらったのはいいとして、所謂フォローであ

るが、その後のことが非常に私は大事なのではないかなと

思っている。仕事は大体教えるのだろうけれども、うちの

方でも取り組んでいるのが、仕事を教える方はトレーナー

といって、トレーナーを二段階くらいつけていて、それを

やりながら、メンターという精神的なところの相談者をつ

けている。銀行には支店がたくさんあるので、別の支店の

方をメンターとして、そこの支店内ではなかなかできない

相談はその人に相談するという方法で精神的な部分をフォ

ローして、悩みを解決する。過保護なところもあるかもし

れないが、それぐらいやらないと、今、人材を維持・確保し

ていくのが難しいのではないかと感じていた。 

豊 巻 委 員 当社は三戸に牛の工場があって、三沢には 25 年くらい前、

三沢ミートさんの業務を引き継いで現在、こちらの方で仕

事をさせていただいている。 

私は４月にこちらに来たばかりでよく分らなかったが、昨

年度も、基本的には求人において、こちらの要望する人数

は全然揃っていない。それで今回、たまたま先月、五所川原

で、学校へ直接行って企業説明会をするということで、お

そらく 20 社ほどが参加していた。求人の考え方としては、

三沢や八戸、三戸などの地区限定でやっていたが、それを

取っ払ってしまって、どうなるかは分からないが、青森県

全域に求人を出してみよう、と。我々の業界に関して言う

と、同じような職種をやっている企業が五所川原地区には

なかったということもあって行ってみたが、やはり一番感

じるのは、当社の名前すら誰も知らない。基本的には日ハ



ムさんや伊藤ハムさん、プリマさんなどと同じような仕事

をしているが、なかなか名前が出る商品というのがなく、

どちらかというと裏方の仕事。色々ビデオを見せたりもし

たが、我々としては大したことはないのだけれど、豚の解

体を見たら目を背ける子がいたり、なかなか難しい仕事だ

ということは実感した。 

こちらの方では、当社の工場の真向かいにあるプライフー

ズさんなんかとよく比較されるが、プライフーズさんの求

人が上手くいっているのかいってないのか私はよく分から

ないけれども、圧倒的にプライフーズさんの方が知名度が

高いということがあり、三沢や八戸、三戸に関してはうち

かもしれないが、なかなか当社に人が集まらないというの

が現状。先ほどの「就職率が高い」というのは、これは進路

指導の先生に聞いた話だが、去年今年とコロナ禍が続いて

いて、地元に就職をしたいという声が一部である。これは

親御さんの方がその気持ちが強くて、地元志向が段々強ま

っているという部分もあるので、ある意味そういうところ

にスポットを当てながら、どうやって知名度を上げていく

か、どういう仕事をしているということを分かっていただ

くかということが一番重要なのかなと思っている。 

あとは確かに給料の面などもあるが、どちらかというと、

今は休みがしっかりしているかどうかということを言われ

ることの方がやはり多いので、福利厚生など、色んな面で

対応できるような会社になればいいのだけれど、なかなか

難しいというのが現状なので、できるところから少しずつ

改善していかなければならない。 

三沢も、ひとつの枠の中で同じパイの取り合いになるとい

う話をしていたが、確かにそうなのかなという気はする。

三沢から飛び出て、県内全域にという流れを作らなければ

ならない。実は私は青森市出身なので、雪も全然違うし、三

沢は間違いなく非常に住みやすいと思っている。そういう

住みやすさなど、色んなものをアピールしていかないと人

も集まっていかないだろうと感じている。 

前回のものを読ませていただいたが、海外実習生について



はなかなか難しい。当社も、現在 20 人ほどいるが、今年に

入って既に３人ほどが、資格を取って関東の方の会社に行

ってしまうということも多いので、この辺はどうなのかな

と。将来的にはやはり見直しをしていく必要があると考え

ている。 

前 田 会 長 委員の皆様から共通課題ごとの取組について、様々な意見

をいただき、ありがとうございました。 

今回いただいた意見については、事務局にて取りまとめ、

次回の会議に繋げたいと思います。 

野 村 委 員 皆さんの話を聞いて、また色々思い出したことがあったの

でお話したい。 

まず一点、最近三沢市商工会の方から高校生の企業見学に

ついての依頼ということでアンケートが来ていて、これは

もしかして、この会議の話が伝わって、ばたばたと決まっ

たというのがあったのかなとは思っていたが、それが７月

20 日過ぎに来て 27 日までに回答という、非常にタイトな

ものだった。ちょうどオリンピック休暇もあった時期で、

とりあえずうちは回答を出したが、あれは少しひどいなと

思った。もしかしたら色々、会議の話が反映されて急遽決

まったのかなという点と、コロナ禍もあってスケジュール

が後ろ倒しになったという点もあったので、少し見学方法

等も変わったのかなというところは聞きたい。 

先ほど、三沢に限らず広域でという話もされていて、六ケ

所も色々な法人の方が来ている。うちの会社にはアパマン

ショップもあるので、住まいの情報なんかも入ってくるが、

今、本当にアパートがなくて、ホテル住まいみたいな状況

が起きている。三沢市のホテルに全く空きがなくて、最初

は旅行者が多いのかなと思ったらそうではなくて、六ケ所

に働きに来ている人たちがアパートを借りられないので、

ホテルを法人で契約して、ホテルに暮らしている。どんど

ん三沢に来てほしいといっても、貸す、住む部屋がないと

いう状況なので、アパートお w どうするかという問題にな

る。三沢市でも色々助成金を出しているが、持っているア

パートをリフォームするなどの提案をしていき、古いアパ



ートでもリノベーションして住めるようにすれば、もっと

三沢に人が来て、住民になってくれるのではないか。 

前にも話をしたかとは思うが、商業高校においては、大学

より専門学校に行くことの方が多い。医療系の学校ではよ

くあるが、就職ありきで、いずれこの病院に入ってもらう

こと前提で、この学校の学費を一部補助しますよという制

度もある。専門学校にも様々な職種があるので、三沢市で

も、将来的に三沢の会社に入るなら補助金を出すというこ

とをすると、親御さんの負担も多少減るのではないか。実

際にそういう取組をしている自治体としてむつ市があった

はずで、そういう取組も少し検討してもらいたい。 

保 坂 委 員 先ほどの山谷委員の発言で少し思い出したことがあった

が、先日八戸市のとある建築企業さんが主催した勉強会に

出席させてもらった。八戸市の高校だったり大学だったり、

専門学校の就職担当の先生をお招きして、今の学生さんは

どういった視点で企業を選んでいるのか、今の学生さんは

どういう検索の仕方で企業さんの情報を知るのかという勉

強会であった。一般的に、企業が情報発信して、「うちの企

業はああですこうです」というのはもちろん必要なのかも

知れないが、逆に、今の学生さんや求職者の方が、一体どう

いった視点で企業さんを選んでいるのか、そこに応募した

いと思うのか、応募したくないというふうに思うのか、そ

ういった部分の、企業の勉強会も必要なのではないか。こ

れはある意味マーケティングと同じで、今の消費者がどう

いう商品を選んでいるのか、そういったところの視点が企

業側にもないと、なかなかこれからの時代、企業が求める

人材を確保するというのは難しくなっていく。 

ちなみにその勉強会で学校の先生方も仰っていたが、まず、

今の学生さんは、電話に出るのが苦手だそうである。そも

そも、今はＬＩＮＥなどのチャットで連絡を取り合ったり

するケースが非常に多いので、固定電話を取るという習慣

がもうない。その中で、「休みの連絡は電話でないと絶対に

だめ」と言われると、「ちょっとそれは面倒くさいな」とい

うふうに学生さんは思うそうだ。やはりその感覚が企業側



にも必要で、「会社だから絶対電話じゃないとだめ」と言う

と、そっぽを向かれる可能性があるので、企業側の考え方

もアップデートしていく必要があるのではないか。 

前 田 会 長 案件⑵については、以上となりますが、ご質問等はござい

ませんでしょうか。 

ないようですので、次の案件に移ります。 

案件３ 提言書案について、事務局より説明願います。 

事 務 局 （事務局より案件３について説明） 

前 田 会 長 只今事務局より説明がありました。質問等ございましたら、

挙手にてお知らせください。 

提言書案については、今回の会議の内容を反映させたもの

を追加し、委員の皆さんに提供したいと思います。 

案件３については、このように進めてよいでしょうか。 

保 坂 委 員 提言内容のところの（キ）の標記だが、上の段では「with コ

ロナ・after コロナ」と表記しているが、ここに「after コ

ロナ」とだけ標記しているのは何か意味があるのか。after

コロナと断定するには、今はまだ時期が早いのではないか。

おそらくまだしばらく with の時代が続くと思うので、

after に限定するのは少々限定的かなと感じている。 

事 務 局 打ち手を作った段階では、after コロナということで、これ

くらいにはおそらく収束するという見込があったが、今現

状を踏まえると、保坂委員が仰るとおり、with の段階だと

思っている。もちろんまだまだ変えていくことができる段

階なので、現状を踏まえて適宜見直しをしていきたい。 

前 田 会 長 10 月に第３回会議があるので、その時には変わっているか

もしれないということか。 

事 務 局 ご意見踏まえて見直しをしていく。 

月 舘 委 員 提言書の構成を、今日のこの会議の意見を基に、一旦作る

ということでよいか。 

事 務 局 ご意見を踏まえて作成する。基本的な柱の部分は、これま

での議論を踏まえて、ほぼほぼこのような形で行きたいと

思っているが、その下にぶら下がる具体的な施策はどうい

ったものがよいかという内容は、先ほどの案件⑵で出たご

意見を踏まえ、こちらで設定させていただき、次回の会議



で、このような形でどうかとご提示できればと思っている。 

月 舘 委 員 分かりました。 

その場合、事前に仮に事務局の方で取りまとめていただい

たものを、この会議の委員の皆さんにも、是非いただけれ

ばと思う。短い時間の中で提言書をまとめるとなると、そ

れぞれ色々な意見があろうかと思うので、是非事前に、Ｄ

Ｍでもメールでもいいのでいただけないか。 

事 務 局 提言書の案については、まだ形でしかお示ししていないの

で、次回の会議よりは前に、一応こういう形でと事前に提

示したいと考えている。 

事前の提言書の案を、次回の会議は 10 月なので、10 月の前

の段階でお示しさせていただいて、また気になるところが

あればご意見をいただき、最後 10 月の段階で、おおよそ整

った形で、提言書の案ができればと思っている。 

事 務 局 報告させていただきたい。本日の案件終了後に説明させて

いただきたかったことだが、昨年度、市議会との意見交換

会をとのご意見を頂いた。その調整をさせていただいてい

たが、10 月の会議の前に、できれば、市議会の方との意見

交換会を実施したいという方向で考えていた。こちらの意

見をただ単に議員の方に伝える、また、議員の方々の意見

をただ単に聞くというのではなくて、意見を交換し合う場

という予定としていたので、もしかすればその際の意見を

基にまた、皆さんから新しい意見が出てくるのかなという

部分もあり、できればその意見交換会終了後に提言書の案

を配布し、それを次回の会議の参考にしていただくという

方向で考えていた。 

前 田 会 長 市議会議員との意見交換会について、どのように開催する

のか、事務局から説明をお願いします。 

事 務 局 市議会との意見交換会に係る説明をそのまま進めさせてい

ただきます。 

お手元に資料４を配布させていただいた。先ほど申し上げ

たとおり、昨年度の第１回振興会議において、附田委員及

び月舘委員の方から、市議会との意見交換会に係るご意見

をいただいていた。その後私ども事務局の方で、議会側と



調整をさせていただいたが、昨年度については、新型コロ

ナウイルス感染症の影響によって、市議会の方で既に、あ

る程度の大人数が集まるような会は中止すると決まってい

たとのことで、今年度の開催ということで調整がされてい

て、その後の調整の結果、市議会の方から、より活発な意見

交換ができるように、今回配布した資料のような形での実

施についてどうかと依頼された。お手元に配布した資料の

１ページ目２ページ目については、その際に議会の方から

提供していただいた、令和元年度に市議会議員の方々と子

育て世代の方々が実施した意見交換会の際の資料をであ

る。こちらの資料に沿って説明させていただくと、まず「１ 

開催日時」から「３ 参加者」までは説明を割愛させていた

だき、「４ 次第」について、意見交換会の主な流れが記載

されている。⑴議長挨拶 に始まり、⑵意見交換会の進め

方の説明、⑶意見交換、この際は約 80 分間実施し、最後に

委員長からの閉会にあたっての挨拶 という流れになって

いる。一番下の※２という形で記載されているが、この意

見交換会は「ワールドカフェ方式」にて実施したとのこと

である。次に「５ 意見交換会の方法」であるが、基本的に

は１テーブルに５、６名で、出席人数に合わせてテーブル

数を増やすことになり、次の２ページ目の方をお開きいた

だきたい。こちらの下段の方に、イメージ図が記載してあ

るが、このように複数に設置されたテーブルに５、６名着

席していただいて意見交換を実施し、一定の時間が経った

ら人の配置を入れ替えるという方式の、ワールドカフェ方

式によって、より多くの方々との意見交換が可能になると

いうことである。 

１ページの方にお戻りいただきたい。ア 意見交換会の方

法、イ 移管交換のルール、ウ テーブルに置いてある模

造紙に、出されたアイディアや意見を書き込む、エ 席の

移動についいての説明が書かれているのでご参照いただき

たい。 

次に、３ページの方をご覧いただきたい。こちらの資料は、

今回の意見交換会を議会の方に申し入れるにあたって必要



とされる事項について、事務局の方で案という形で作成さ

せていただいた。まず日時については、第３回定例会議、所

謂９月議会終了後となる９月の下旬から 10 月上旬でお願

いしたいと思っており、詳細の日程については、議会と会

長と相談しながら調整していきたいと思っている。開催場

所の調整については議会にお願いしたいと思っている。参

加者について、日程等が決まってから、人数等も決まるこ

とになるけれども、市議会議員は最大で 18 名、本振興会議

の皆様が最大で 18 名、あとはこの他に傍聴者という形で記

載させていただいたが、私ども事務局と、議会事務局から、

会場準備等の手伝いで参加させていただきたいと考えてい

る。次第について、議会で今後調整が必要だということだ

が、⑵に記載させていただいたとおり、本振興会議の会長

からも挨拶の場を設けさせていただきたいと思っていたの

で、それも併せて申し入れしたい。 

また議会から、意見交換会の開催にあたって、事前にテー

マを決めてから申し入れをしてほしいというお話をいただ

いていたので、枠で囲っているとおり、今回事務局案とし

てテーマを記載させていただいた。まずメインとなるテー

マは、「三沢市の中小企業の振興について」で、議題につい

てはこれまでの会議でご議論いただいた３つの共通課題と

なる「人口減少の対応について」、「地域企業の人材確保に

向けた働きやすい環境づくりについて」、「新しい生活様式

（after コロナ）への対応について」とさせていただいてい

る。なお、市議会では、このような意見交換会等について、

広報広聴委員会という委員会で協議することになってい

る。その協議結果を踏まえて開催方法等が決まっていくと

のことなので、今回の案は、あくまでの当振興会議側から

の申し入れの案ということで、議会側の調整結果によって

は、ある程度の変更があることを申し添えさせていただく。 

議会との意見交換会に係る説明については以上でございま

す。 

前 田 会 長 ただ今意見交換会のルール等について説明がありました。

従いまして、この市議会議員との意見交換会について、今



事務局案としてありましたけれども、皆様にお聞きしたい。 

保 坂 委 員 この意見交換会の次第、⑶意見交換（ワールドカフェ方式）

を指定しているのも、今後の調整次第といったところか。 

事 務 局 先ほど少々説明したが、議会の方で平成 29 年度に議会基本

条例というものを制定しており、その基本条例の中で「市

民との意見交換会を実施する」という規定がある。その後

昨年度を除いて毎年、市民との意見交換会を実施している

が、毎回このワールドカフェ方式でやっているということ

であった。なので、できれば同じような形でやりたいとい

う議会側からの申し入れがあったため、今回提案させてい

ただいた。 

保 坂 委 員 率直に言うと、この令和元年度に行われている意見交換会

の質と、今回の中小企業振興会議との意見交換会の質につ

いては、少々毛色が違うと思っている。なので、ワールドカ

フェ方式というと、皆が意見を出しやすく、緩い感じにな

ると思うが、意見交換会は、それぞれの意見交換会に合っ

た方法を用いるべきであって、方式ありきでやるべき話で

はないのではないか。もう少しここの方式の部分について

は議会との調整が必要になると思うので、あくまでこのワ

ールドカフェ方式というところを削除した上で、改めて調

整すべきではないか。 

事 務 局 説明の不足部分もあったが、この方式でやってきたので同

じようにやってほしいという議会側からの提案であり、こ

ちらから提案したものではない。一応議員の方から、この

ような形で意見交換を行うことができれば助かるという意

見をいただいたので、記載させていただいた。 

保 坂 委 員 もう少し柔軟に考えるべきではないか。 

野 村 委 員 私の認識であるが、当初、市長に出す前に、議員さんと一回

お話をしたいという話で私は聞いていた。市長に出してし

まうとそれで終わってしまうから、その前に議員さんと、

という話になったときに、この提言書が決まっていない段

階で先に議員さんとお話をしてしまうと、議員さんが自分

たちのものにしてどんどん進めていってしまわないか。そ

うなると、この中小企業振興会議でこんなに時間をかけて



やってきたものが、後手後手になってしまわないかを心配

している。皆さんで意見を出し合って、ブラッシュアップ

して、せっかく提言書を作っても、議員さんから出たとい

う話になってしまわないか、そこが心配。なので、開催時期

について、定例会議でやるのかなと思っていたので、そこ

が少し腑に落ちなかった。 

前 田 会 長 この意見交換会について、部長さんの方から意見を聞きた

い。 

吉 村 部 長 議会との調整ということよりは、先ほど保坂委員と野村委

員からお話があったが、どのような進め方をするかという

点について、もう少し事務局の方で詰めさせていただきた

い。最初に委員さんの方から出た、議会の方と調整したい

という意見と、事務局の受け方とに差異があったように今

見受けられたので、そこに関しては、今少し調整して、その

上でもう一度、こういった方法でやるということをお知ら

せするようにさせていただきたい。ただ、議会の方の気持

ちもあるので、全てがこちらの気持ちのとおりになるかと

いうのは、今ここでは明言できないところで申し訳ないが、

そういう形で少々調整させていただくことをお願いした

い。 

事 務 局 あともう一点補足させていただきたい。 

昨年度議会に、委員さんから話があったような形で、ある

程度の意見がまとまってからその意見を、それと実際のこ

の振興会議の活動内容の報告も併せて伝えたいということ

で申し入れをした。議会では、色々市民とのやり取りがあ

り、議会の活動を市民の皆様に報告するパターンと、市民

の方々から色々な報告を聞いたりするものと、陳情を受け

たりというパターンがある。ただ、できれば意見を交換し

たい。皆さんの意見を聞きたいし、市民の皆さんが考えて

いることを伝えたいという議員の思いもある。その意見交

換会の内容を踏まえてから、提言書も作成してもらいたい

という思いがあったようで、ちょっと順番が、当初話をし

ていたものと違っていたり、ワールドカフェ方式というや

り方という部分についても、当初うちの方が予定していた



ものとは少し異なるが、議会側の思いとうちの思いとをあ

る程度擦り合わせていって、今回説明をさせていただいた。 

久 保 委 員 議会との意見交換会は、意見を交換するだけで、ここで話

し合った決定事項を、議員の意見によって変わるというこ

とではないという認識でよろしいか。 

事 務 局 もちろん、変える必要は一切ないと思っている。ただ、参考

にはなるのではないかというふうには考えている。 

前 田 会 長 意見交換会はやる方向でよろしいですか。 

（「やるべき」の声） 

やるべきという振興会議の意見なので、やる方向で検討し

てみてもらいたい。事務局よろしくお願いします。 

これで、本日の案件は終了いたしました。 

以上をもちまして本日の会議は終了いたします。 

ありがとうございました。 

 


